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　胃内分泌細 胞腫瘍発生の メカ ニ ズムを 明ら

かにす るため に 、ラ ッ トにGastric 　partial

corpectomy を施行する こ とで 高ガス トリ ン 血

症 を誘発 し 、

3H −thymidineの オー トラ ジオグ

ラフ ィ
ー（以下 ARG ）を用 いて、胃ECL 　 cell の

細胞動態 に 関 して検討を行 っ た 。

　 【材料 と方法】6〜8週齢の 雌性 SD ラ ッ トを

用 い 、エ ーテ ル 麻酔下 に 胃底腺粘膜 を約 75 ％

切除することで GastriC　partial　corpectomy

ラ ッ トを作製 した。その 後25 〜 30 週飼育 した

ラ ッ トに
sH −thymidine を 6時 間毎に計32 回投

与 し、経時的に 屠殺 した 。 ECL 　ce 【1につ い て

は Grimelius染色 、 免疫染色と超微形態か ら同

定 し、3H −thymidine の ARG に て Labeling　in−

dexを算定することで 、　 ECL　cellの 起源や細胞

回転に関 して検討 した。

　 【結果 】 Corpectomy ラ ッ トで は残胃 胃底

腺 粘膜は肥厚性変化を呈 し、組織学的に は好

塩基性の 円柱状細胞が 腺底部を中心 に過 形 成

を示 して い た 。 これ らの 細胞は Grimelius 染

色、免疫 染色及 び超微形態か らECL 　 cellで

あ っ た 。

SH −thymidine で ラベ ル さ れ た ECL

ceH を経時的に観察すると、通常の腺頚部か ら

下 方へ の 細胞移動の 過 程以外 に 、 腺の各高さ

で増 殖分 裂 して い く過程が観察された 。

　細胞死 は組織の 病的な死 滅過程のみ ぼか

りか、生理 的な成長過程に お い て も重要な

現 象で ある こ とが 近年示 されつ つ ある 。 細

胞分裂
・
細 胞死に より常に更新 され て い る

消化管の粘膜上皮組織は、細胞死 の 代表的

な研究対象で ある 。本硬 究に お い て は、

Nick　end 　labeHng 法を消化管の組織標本に

適用する方 法を検討 した。

［材料 と方法］ラッ ト、 マ ウス、 ヒ トの 食

道 ・小腸 ・大腸組織 を、パ ラ フ ォ ル ム アル

デヒ ド
・メ タカ ー

ン などで固定、パ ラ フィ

ン切片 ・凍 結切片を作製した 。 切片に、プ
ロ テ イナーゼ K、terminal　dOoxynucr◎otidyl

transferase・ビオチ ン化dU 　T 　P 、
　 ABC 複合

体の 順 に作用 させ 、DAB 反応 で発 色 して

光顕欝擦 した 。

［結果］染色は、パ ラ フ ォ ル ム ア ル デヒ ド

固定した組織のパ ラフ ィ ン切 片で 最も良好
で あ っ た。 小腸におい て 、 固定 ・染色法を

変え るこ とによ り、脱落寸前の 細胞の みが

陽性になる条件 と増殖帯以外の 多 くの 細胞
が陽性にな る条件 とを作るこ とが で きた。

食道粘膜上皮細胞 ・
小腸円柱上 皮細胞 ・大

腸円柱上皮細胞は 、 消化管内腔に 近い 部位
にお い て の み陽性で あ り、

一
方、杯細胞

・

バ ネー
ト細胞 は それ以外の 部位に おい て も

陽性で あっ た。

［結論］Nick　end 　labeling法｝ま細胞死の組

織化学的な研究に有用であるp
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